
読み終えたら保護者の方にも渡してください 

春休みにしてほしいこと 
 

◇思いっきり、心とからだの 
リフレッシュ 

 
時間ができたらやりたいな 
と思っていたことを、１つでも 
2 つでもやってみよう。 

 
 
 
 
 
 
◇身体のメンテナンス 
 
歯科や眼科などで治療勧 
告をもらっていたのに先延 
ばしにしていた人は、新年度 
に持ち越さず、治療に行きま 
しょう。 
体の痛みが気になってい 
る人は、適切な病院で診て 
もらいましょう。定期的に、主 
治医で検査などをしてもらっ 
ている人も、忘れずに受診し 
ましょう。 

 
◇新学期に向けての準備 
 
４月からはまた忙しい日々 
が待っています。今のうちに 
できることは準備しておきま 
しょう。ワクワクした気分でス 
タートできるよう、何かテン 
ションが上がるようなものを
用意するのもいいかも。 
（気分一新、新しい文房具
でも買ってみる？） 
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春休み、何して過ごす？ 

ついこの前、入学、進級したと思っていたら、もう１年の締めくくりの日が来てしまいました。毎日がむしゃら

に過ごし、あっという間の濃い日々だったのではないでしょうか。時には息切れしたり、疲れがたまって朝起き

るのが辛いなぁ・・・ということもあったのでは？ １年間よく頑張りましたね！ 夏休みより長いお休みのこの期

間（もう半分近く過ぎてしまいましたが💧）は、ぜひ、新年度に向けて心とからだを整える時間に 

してください。こなさないといけない課題もあるでしょうが、勉強に追われるのではなく、 

自分から勉強を手なずけていく(攻めていく)心意気で。  この春休みが充実した毎日 

になるよう祈っています。 
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＊＊＊ １年間の保健室の来室状況から ＊＊＊ 

この１年間、健康に過ごせましたか？保健室にどのくらいの人が来室したか、月別にグラフにして

みました。どの時期に体調を崩しやすいのか、けがをしやすいのか、振り返りながら、新年度にむけて

体力・気力を充電していきましょう。 
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４月 
 新学期、新しいクラスでやる気に 

満ちて、遅刻も欠席も少ない時期。でも 

１年生は緊張感と不慣れな満員電車に

フラフラな人もいました。周りが皆、 

  賢く見えて不安で一杯だった 

との声も。 

コロナ ＶＳ インフル 
２０２３年５月に新型コロナ

が５類感染症に移行し、イ

ンフルエンザ等と同様の

扱いになりました。コロナ

の感染は昨年より減りまし

たが、ここ２～３年影を潜

めていたインフルエンザが

爆発的に流行しました。 

 

本校の感染者数 

インフルエンザ ２４７人 

新型コロナ   １４５人 

 

インフルエンザの感染者

が最も多かったのは９月

で７７人もの罹患報告が

ありました。これからは、年

間を通じて流行 

するようになる 

かもしれませ 

んね。 

 

５月 
  体育祭にコーラス大会。３年生は 

部活の引退や実力テストなど１年間で最

もハードな日々。行事に向けてみんなの 

  意見をまとめるのも大変で、精神的 

にもパワーが必要な時期。 

 

 

９月 
   大手前生が一番好きな行事、 

文化祭。今年は入場制限もなく、も

のすごい数の来場者数で盛り上が

りました。ただ、この夏は暑かった！ 

長かった！体調不良者も続出。 

１年で来室者数が最も 

多い月でした。 
 

 

11月 
   ３年生は毎週のように模 

試が続き、疲れがたまる時期。 

模試の結果に一喜一憂、精神

的にも踏んばり所です。受験は 

 体力＆メンタル勝負だと 

しみじみ実感。 
 

 

5 月 
     雨天で延期になった体育祭、 

当日は晴れ☼ 熱く盛り上がりました。 

５月のケガ総数の 1/3 が体育祭１日のケ

ガ。でも大きなケガがなくてなにより(ホッ)。 

  月曜日開催だったため、その週は疲れ 

を引きずっている人も多く、保健室 

のベッドは満杯状態。 

  

 

９月 
   プールの授業が終わり 

球技種目が始まると、突き指、

ねんざ、打撲のケガが増加。  

 骨折には要注意！  

 

 

11月 
  ３年生は受験勉強

が本格化していく中、

体育の授業がリフレッ 

 シュする楽しくも 

貴重な時間。 

 
 

２月 
  好天に恵まれた４

年ぶりの大阪城マラ

ソン。しっかり練習し

たからこその達成感。 

みんなとてもいい 

顔でした。 

 



 

 

ヒトパピローマウイルス(HPV)感染症のワクチンについて 

～あなたと関係のある〝がん″があります～ 

子宮けいがんを予防するために 

 
 

みなさんの中には、「がん」と言われても、「まだ自分には関係ない」と思っている人もいるかもしれ

ません。しかし、子宮けいがんは、若い世代の女性のがんの中で多くを占めるがんです。 

 

■子宮けいがんは、HPV(ヒトパピローマウイルス)の感染が原因と考えられています 
 
このウィルスは、女性の多くが『一生に一度は感染する』と言われているウィルスです。感染して 

もほとんどの人はウィルスが自然に消えますが、一部の人でがんになってしまう人がいます。 

  

 
 
 
 
■どのくらいの人が子宮けいがんになるの？ 
 

 ＜一生のうち子宮けいがんになる人＞     ＜子宮けいがんで亡くなる人＞ 
       1 万人当たり 132人              1 万人当たり34人 
 

高校１年生の女子へ 

現在の高校１年生には、定期接種(公費負担・無料)が実施されています。詳しくは厚生労

働省のＨＰの資料をご覧ください 

 

〇小学 6年生～高校１年生相当の女の子と保護者の方へ大切なお知らせ 

【概要版】                      

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000901219.pdf 

＊さらに詳しく説明した【詳細版】もあります 

 

高校２年生の女子へ 

現在の高校２年生は、厚生労働省が平成２５(2013)年６月から令和４(2022)年３月ま

で「積極的勧奨」を中止していた年代です。令和４(2022)年４月に再開された時点で、 

接種の機会を逃したキャッチアップ対象者として、公費負担・無料でワクチン 

を接種することができます。詳しくは厚生労働省の資料をご覧ください 

 

〇平成 9年度生まれ～平成 19年度生まれまでの女性へ大切なお知らせ 

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000918718.pdf 

 

予防接種を公費負担・無料で受けられる期間について 

現在の高１、２年生は、無料で接種できる期間は、いずれも令和７年３月までです。HPV ワク

チンは３回の接種を行う必要があり、期間は６ケ月が必要です。遅くとも、１回目の接種を令和

６年９月末までに開始する必要があります。 

女性の多くが HPV に 

‟一生に一度は感染する”と言われています 

■将来、子宮けいがんで苦しまないために今できること 

がんになる場合

もあります 

 

すべてのワクチンには、効果とリスクがあります。まずは厚生労働省の

HPなどで子宮けいがんやHPV ワクチン、子宮けいがん検診について

知ってください。 

ワクチンは本人及び保護者の意思で接種の判断を行うことが大切で

す。様々な理由によって、ワクチン接種をすることができない人や、望まな

い人がいることにも理解が必要です。 

1．今からできること 

▼ 

ワクチン接種 

日本では小学校６年～高校１年相当の女子を

対象に子宮けいがんの原因となるＨＰＶの感染を

防ぐワクチンの接種を公費・無料で受けることが

できます。ＨＰＶの感染を防ぐことで、将来、子宮け

いがんを予防できると期待されています。 

２．20 歳になったらできること 

▼ 

定期健診 

HPV ワクチンを受けてい 

ても、子宮けいがん検診は 

必要です。定期的に検診を 

受けて、早期発見・治療を 

することが大切です。 
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